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縣道

鐵路

9

遺
風 

た
と
へ
ば
大
正
元
年
の
如
き
、

崖
か
ら
千
米
あ
た
り
ま
で
、

大
木
も
小
草
も
ひ
と
つ
残
ら

ず
奪
ひ
去
り
山
肌
一
面
を
一

夜
の
う
ち
に
赤
剝
け
に
し
て
、

裾
近
い
官
営
移
民
村
吉
野
村

か
ら
、
家
も
着
物
も
、
一
啜

り
の
塩
さ
へ
も
吹
き
飛
ば
し

た
こ
と
が
あ
っ
た
。

─
《
南
方
移
民
村
》 

移
民
村
散
策

 

旅
行
情
報

花
蓮
県

タ
ロ
コ
国
立
公
園
管
理
処　

花
蓮
縣
秀
林
郷
富
世
村
富
世

2
9
1
號　

0
3
─
8
6
2
1
1
0
0

松
園
別
館　

花
蓮
市
松
園
街
6
5
號　
0
3
─
8
3
5
6
5
1
0

将
軍
府　

花
蓮
市
中
正
路
6
2
2
巷
6
號

花
蓮
鉄
道
文
化
園
区　

花
蓮
市
中
山
路
7
1
號 

花
蓮
文
化
創
意
園
区　

花
蓮
市
中
華
路
、
中
正
路
口 

慶
修
院　

花
蓮
縣
吉
安
郷
吉
安
村
中
興
路
3
4
5
─
1
號

寿
豊
郷
客
家
生
活
館　

花
蓮
縣
壽
豐
郷
豐
裡
村
中
山
路
3
2
0

號　

0
3
─
8
6
5
3
8
3
0

碧
蓮
寺　

花
蓮
縣
壽
豐
郷
豐
裡
村
民
權
街
一
號

校
長
夢
工
廠　

花
蓮
縣
鳳
林
鎮
民
生
街
1
6
號　

0
3
─

8
7
6
4
7
7
9

林
田
警
察
官
吏
派
出
所
及
舊
林
田
派
出
所　

花
蓮
縣
鳳
林
鎮
大

榮
里
復
興
路
7
1
號

林
田
山
文
化
事
業
園
区　

花
蓮
縣
鳳
林
鎮
森
榮
里
林
森
路
9
9

巷
9
9
號　

0
3
─
8
7
5
2
1
0
0

花
蓮
観
光
糖
廠　

花
蓮
縣
光
復
郷
大
進
村
糖
廠
街
1
9
號 

 

0
3
─
8
7
0
4
1
2
5
e
x
t 

6
1
4 

瑞
穗
温
泉
山
莊　

花
蓮
縣
萬
榮
郷
紅
葉
村
2
3
號 　

 

0
3
─

8
8
7
2
1
7
0

紅
葉
温
泉　

由
瑞
穗
郷
温
泉
路
直
行
，
進
入
往
紅
葉
村
，
經
過

紅
葉
大
橋
即
可
抵
達
。

安
通
温
泉　

花
蓮
縣
玉
里
鎮
樂
合
里
温
泉
3
6
號　

 

0
3
─

8
8
8
6
1
0
8

玉
里
神
社
の
跡
地　

花
蓮
縣
玉
里
鎮
西
邊
街
（
交
通
標
識
あ
り
）

台
東
県

關
山
警
察
史
蹟
文
物
館　

臺
東
縣
關
山
鎮
中
正
路
2
7
號 

 

0
8
9
─
8
1
1
0
0
1

鹿
野
神
社　

臺
東
縣
鹿
野
郷
龍
田
村　

0
8
9
─
5
5
1
6
3
7

旧
檳
榔
駅　

臺
東
縣
卑
南
郷
賓
朗
村

緑
の
ト
ン
ネ
ル
（
綠
色
隧
道
）　

臺
東
縣
卑
南
郷
臺
九
線

3
6
8
.
5
公
里

　

日
本
統
治
期
間
、
台
湾
総
督
府
は
「
東
台
湾
を
内
地
化

す
る
」
と
い
う
政
策
を
実
施
し
て
お
り
、
日
本
国
内
の
人

口
過
多
の
問
題
を
緩
め
る
た
め
に
、
1
9
1
0
年
（
明

治
4
3
年
）
か
ら
、
東
台
湾
に
お
け
る
官
営
移
民
村
を

設
立
し
、
熱
帯
栽
培
業
を
進
め
ま
し
た
。
台
湾
東
部
へ
の

こ
の
時
の
官
営
移
民
政
策
が
終
わ
っ
た
後
も
、
台
湾
島
内

で
の
移
民
は
続
き
、
民
間
企
業
に
よ
る
私
営
移
民
村
の
形

成
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
、
東
台
湾
の
移
民
村
は
十
個
余
り
あ
り
、
主
に
四

国
と
九
州
の
出
身
者
が
多
く
、
移
民
の
身
の
上
と
品
徳
を

調
査
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
吉
野
、
豊
田
、
林
田
な
ど
の

移
民
村
の
地
名
は
今
に
至
る
ま
で
、
ず
っ
と
残
っ
て
い
ま

す
。

　

日
本
出
身
の
作
家
濱
田
隼
雄
の
「
南
方
移
民
村
」
と
い

う
小
説
に
は
、
台
湾
東
部
に
移
住
し
た
北
海
道
か
ら
の
、

貧
し
く
土
地
を
持
た
な
い
農
民
の
グ
ル
ー
プ
が
不
毛
と
言

え
る
土
地
で
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
栽
培
し
、
伝
染
病
な
ど
様
々

な
災
害
や
戦
争
を
乗
り
越
え
る
様
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

物
語
の
舞
台
で
あ
る
鹿
田
村
は
台
東
県
鹿
野
村
が
舞
台

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ス
ト
ー
リ
ー
は
一
人
の
女
の
子
が
隣

村
で
あ
る
池
野
村
へ
嫁
ぐ
と
い
う
内
容
で
す
。
そ
れ
は
当

時
の
池
上
移
民
村
を
描
い
て
い
ま
す
。
物
語
は
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
に
近
く
作
者
は
日
本
人
移
民
の
悲
願
を
物
語
の

中
で
再
現
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
想
像

は
花
東
縦
谷
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
、
懐
旧
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー

プ
が
巻
き
起
こ
り
ま
し
た
。

縦谷の記憶を辿って
峡谷の旅、路地裏 . 文芸めぐり
タロコ国立公園	 	九曲洞、燕子口、布落灣、

天祥
昼食	 天祥
松園別館	
将軍府	 美崙溪畔日本式建築群	
花蓮鉄道文化園区	
花蓮文化創意園区
夕食	 花蓮市
宿泊	 花蓮市
官営移民村の旅
慶修院	
豊田村	 	豊禮國小、寿豊郷文史館、碧蓮寺、	

豊裡村移民墓葬園區、鳥居與參拜道
昼食	 鳳林鎮
林田村	 	校長夢工廠、煙樓、林田神社
林田山林業文化園區	
花蓮觀光糖廠	
夕食	 光復郷
宿泊	 瑞穗、紅葉温泉エリア
温泉 . 文化財 . レトロ散歩
瑞穗、紅葉温泉エリア
玉里神社	
安通温泉區	
昼食	 富里郷
關山警史館	
龍田村	 	鹿野神社、龍田村、日式校長宿舍
賓朗（檳榔）旧駅舎	
緑のトンネル（綠色隧道）	

豊
田
村
（
現
花
蓮
県
寿
豊
郷
）

　

賀
田
金
三
郎
は
1
8
9
9
年
（
明
治
3
2

年
）
に
「
賀
田
組
」
を
設
立
し
、
日
本
の
移
民

を
募
り
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
1
0
0
甲
余
り
（
約

1
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
も
開
墾
し
ま
し
た
。
「
賀

田
村
」
は
東
台
湾
で
初
め
て
の
私
営
移
民
村
と
な

り
ま
し
た
。
賀
田
組
の
発
展
は
順
調
で
は
な
く
、

1
9
1
3
年
台
湾
総
督
府
は
そ
れ
を
引
き
継
ぎ
、

豊
田
移
民
村
が
正
式
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

豊
田
移
民
村
は
豐
坪
、
豐
裡
と
豐
山
、
三
つ
の

村
に
わ
か
れ
、
現
在
の
地
図
上
に
は
「
豊
田
村
」

と
い
う
日
本
統
治
時
代
の
地
名
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
地
元
住
民
は
現
在
で
も
ま
だ
豊
田
と
呼

ん
で
い
ま
す
。
豊
田
駅
の
名
は
変
わ
ら
ず
、
そ
こ

か
ら
歴
史
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

林
田
村 

（
現
花
蓮
県
鳳
林
鎮
）

　

林
田
村
は
現
在
花
蓮
県
鳳
林
鎮
の
北
林
里
、
大
榮

里
で
、
北
か
ら
南
へ
見
る
と
北
林
、
中
野
、
南
岡
三

つ
の
部
落
に
わ
か
れ
て
い
ま
し
た
。
付
近
に
は
平
地

林
が
広
が
り
、
水
田
に
適
し
た
土
地
も
あ
り
、
そ
の

ゆ
え
に
林
田
と
い
う
地
名
を
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

1
9
1
3
年
（
大
正
2
年
）
に
四
国
か
ら
の
移

民
が
到
着
し
ま
し
た
が
、
自
然
災
害
が
相
次
ぎ
、
深

刻
な
被
害
に
遭
遇
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
「
鳳
林
熱
」

と
い
う
疫
病
の
一
種
（
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
）
が
は
や
り
、

村
民
全
体
の
1
0
分
の
1
が
死
亡
し
、
多
く
の
移

民
が
帰
国
し
ま
し
た
。

　

林
田
村
の
主
な
作
物
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
稲
、
煙
草

で
、
黄
色
種
煙
草
は
台
湾
総
督
府
専
売
局
に
提
供

し
、
「
ジ
ャ
ス
ミ
ン
香
り
た
ば
こ
」
と
し
て
、
出
荷

し
ま
し
た
。
一
つ
の
世
帯
あ
た
り
に
提
供
さ
れ
た
土

地
は
広
く
、
総
督
府
は
本
島
人
に
日
本
人
移
民
と
協

力
し
、
耕
作
す
る
こ
と
を
奨
励
し
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
日
本
人
の
移
民
村
の
周
辺
が
い
わ
ゆ
る
「
台
湾

村
」
に
な
り
ま
し
た
。

鹿
野
村 

（
現
台
東
県
鹿
野
郷
龍
田
村
）

　

第
一
世
界
大
戦
後
、
国
際
的
な
砂
糖
価
格
が

急
騰
し
、
1
9
1
5
年
（
大
正
4
年
）
台
東
製

糖
株
式
会
社
が
鹿
野
村
を
設
立
し
ま
し
た
。
そ

れ
は
台
東
庁
（
当
時
の
州
の
ひ
と
つ
）
で
最
も

早
く
、
最
大
の
移
民
村
と
な
り
ま
し
た
。
終
戦

後
、
日
本
の
移
民
が
全
部
本
土
に
引
き
揚
げ
ま

し
た
。
開
戦
に
始
ま
り
終
戦
に
終
わ
っ
た
移
民

村
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

移
住
者
た
ち
は
主
に
雪
国
の
新
潟
か
ら
の
小

作
農
で
あ
り
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
栽
培
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
製
糖
会
社
の
資
金
不
足
に
よ

る
経
営
不
振
、
不
十
分
な
農
水
施
設
、
食
糧
不

足
、
さ
ら
に
台
風
や
マ
ラ
リ
ア
、
野
生
動
物
に

畑
を
荒
ら
さ
れ
る
な
ど
様
々
な
不
測
の
事
態
が

重
な
り
、
当
時
の
移
民
の
困
窮
し
た
生
活
を
想

像
す
る
こ
と
は
難
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
元
々
寒

い
北
国
か
ら
来
た
移
民
達
は
南
国
で
の
暖
か
で

豊
か
な
暮
ら
し
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
が
、
つ

い
に
そ
れ
が
叶
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

吉
野
村 

（
現
花
蓮
県
吉
安
郷
）

　

吉
野
移
民
村
は
日
本
統
治
時
代
に

最
初
の
官
営
移
民
村
と
し
て
設
立
さ

れ
、
も
と
ア
ミ
族
七
脚
川
社
（
T
s

i
k
a
s
o
w
a
n
）
の
居
住
地

に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
「
七
脚
川
事
件
」
の
後
、
1
9
1
0
年
（
明

治
4
3
年
）
、
台
湾
総
督
府
は
花
蓮
港
庁
の
荳
蘭
社
に
荳
蘭
移
民
指

導
所
を
設
置
し
ま
し
た
。
最
初
の
移
住
者
グ
ル
ー
プ
は
徳
島
県
吉
野
川

流
域
の
出
身
者
が
多
か
っ
た
た
め
、
こ
の
地
を
故
郷
の
川
に
ち
な
ん
で

「
吉
野
村
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
吉
野
移
民
村
は
主
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
、

煙
草
、
稲
を
栽
培
し
て
い
ま
し
た
。

　

吉
野
村
移
民
事
業
の
計
画
に
基
づ
き
、
村
は
宮
前
、
清
水
、
草
分

3
つ
の
集
落
か
ら
な
っ
て
い
ま
し
た
。
宮
前
の
開
発
は
そ
の
中
で
一

番
早
く
、
移
民
村
の
公
共
設
備
が
完
備
さ
れ
ま
し
た
。
村
内
の
吉
野
拓

地
開
村
碑
と
神
社
鎮
座
記
念
碑
は
ず
っ
と
い
ま
ま
で
残
さ
れ
て
お
り
、

台
湾
の
日
本
官
営
移
民
史
の
証
人
と
も
言
え
ま
す
。

廣告花東縦谷国家風景区管理処
交通部観光局



官
営
移
民
村
の
旅

温
泉.

文
化
財.

レ
ト
ロ
散
歩

豊
田
移
民
村
の
歴
史
を
め
ぐ
り

　

豊
裡
国
民
小
学
は
以
前
の
豊
田
小
学

校
で
し
た
。
小
学
校
の
隣
に
当
時
の
移

民
指
導
所
の
事
務
室
が
あ
り
ま
す
。

　

当
時
の
警
察
官
の
庁
舎
は
長
ら
く
放

置
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
修
復
工
事
が

行
わ
れ
、
「
客
家
生
活
館
」
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
豊
田

神
社
は
す
で
に
碧
蓮
寺
に
改
称
し
ま
し

た
。
ま
た
、
中
山
路
と
民
権
路
の
交
差

点
に
は
豊
田
神
社
の
鳥
居
が
残
っ
て
い

ま
す
。
鳥
居
か
ら
約
1
キ
ロ
参
道
を
歩

い
て
い
く
と
、
碧
蓮
寺
に
着
き
ま
す
。

こ
こ
に
は
豊
田
村
の
開
拓
記
念
碑
や
狛

犬
、
石
燈
籠
、
不
動
明
王
な
ど
が
残
っ

て
お
り
、
地
元
の
宗
教
と
一
体
に
な
っ

て
い
ま
す
。

林
田
移
民
村
の
歴
史
を
め
ぐ
り

　

台
湾
で
初
め
て
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
の
認

証
を
受
け
た
花
蓮
県
の
鳳
林
は
、
移
民

時
期
の
遺
跡
を
残
し
、
一
見
に
値
す
る

文
化
的
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
豊
富
に
あ

り
ま
す
。

　

長
年
の
時
を
経
て
荒
廃
し
た
林
田
神

社
は
地
元
の
人
々
と
地
方
政
府
の
努
力

の
上
、
鳥
居
、
参
道
、
石
灯
篭
な
ど
を

建
て
直
し
ま
し
た
。
神
社
本
殿
の
跡
地

に
囲
ま
れ
た
玉
垣
に
は
ま
だ
奉
納
者
の

名
前
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

村
に
は
た
く
さ
ん
の
日
本
式
の
「
煙

楼
」
が
あ
り
、
林
田
警
察
官
吏
派
出
所

も
修
復
さ
れ
ま
し
た
。
鳳
林
支
庁
長
官

の
官
舎
は
鳳
林
中
学
校
の
初
代
校
長
を

務
め
た
張
七
郎
氏
の
宿
舎
で
し
た
。
現

在
は
改
修
さ
れ
「
校
長
夢
工
廠
」
と
し

て
機
能
し
て
い
ま
す
。
「
校
長
夢
工
廠
」

は
住
民
の
教
育
を
重
ん
じ
、
1
9
4
5

年
か
ら
今
に
至
る
ま
で
9
0
位
余
り
の

学
校
長
を
こ
の
地
域
か
ら
輩
出
し
ま
し

た
。

慶
修
院

　

国
家
第
三
級
古
蹟
に
指
定
さ
れ
た

慶
修
院
は
、
元
真
言
宗
高
野
山
派
吉

野
布
教
所
で
あ
り
、
当
時
の
移
民
達

の
心
の
拠
り
所
で
し
た
。
建
築
様
式

は
木
造
で
、
江
戸
情
緒
を
感
じ
さ
せ

ま
す
。
屋
根
形
式
は
「
宝
形
造
（
ほ

う
ぎ
ょ
う
づ
く
り
）
」
で
す
。

　

境
内
に
は
、
八
十
八
尊
石
佛
な
ど

が
あ
り
、
こ
れ
は
当
時
の
建
築
監
督

で
あ
っ
た
川
端
滿
二
が
実
際
に
四
国

か
ら
持
ち
帰
っ
た
そ
う
で
す
。
慶
修

院
は
節
季
に
の
っ
と
り
毎
年
納
涼
季

を
執
り
行
い
、
年
越
し
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
訪
問
者
は

日
本
文
化
独
特
の
雰
囲
気
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

林
田
文
化
事
業
園
区

　

花
蓮
に
住
ん
で
い
る
お
年
寄
り
は

よ
く
こ
こ
を
「
森
坂
」
と
呼
ん
で
お

り
、
「
林
田
山
」
と
は
呼
び
ま
せ
ん
。

1
9
1
8
年
（
大
正
7
年
） 

こ
の

エ
リ
ア
で
初
め
て
の
伐
採
作
業
が
始
ま

り
、
1
9
3
8
年
以
後
大
規
模
な
伐

採
作
業
が
行
わ
れ
、
木
材
運
搬
の
た
め

の
鉄
道
や
索
道
、
集
材
器
具
な
ど
の
関

連
設
備
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
林
場
で

働
く
人
々
の
た
め
の
宿
舎
や
医
務
室
、

購
買
所
、
米
店
、
雑
貨
屋
、
洗
濯
屋
、

理
髪
部
、
消
防
隊
お
よ
び
幼
稚
園
や
小

学
校
な
ど
も
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
当
時

の
林
田
山
林
場
は
ひ
と
つ
の
生
活
圏
と

し
て
完
全
な
機
能
を
備
え
て
い
た
の
で

す
。
全
盛
期
に
は
四
百
、
五
百
軒
の
民

家
が
並
び
、
人
口
は
2
0
0
0
人
あ
ま

り
に
も
達
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

こ
の
よ
う
な
に
ぎ
や
か
な
場
所
は
か
つ

て
「
小
上
海
」
と
称
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

1
9
8
7
年
に
林
場
は
天
然
林
の

伐
採
が
お
わ
り
、
日
本
式
建
築
群
の
保

存
が
活
発
に
な
り
ま
し
た
、
庁
舎
だ
け

で
な
く
一
般
家
屋
も
全
て
残
っ
て
い
ま

す
。
台
湾
で
も
有
数
の
規
模
を
も
つ
ヒ

ノ
キ
家
屋
で
す
。
こ
れ
ら
は
林
田
山
林

業
文
物
展
示
館
内
に
陳
列
さ
れ
て
お

り
、
林
田
山
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

花
蓮
観
光
糖
廠

　

サ
ト
ウ
キ
ビ
は
日
本
統
治

時
代
重
要
な
経
済
作
物
で
あ

り
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
は
砂
糖
を
作

る
だ
け
で
は
な
く
、
糖
蜜
を
使

い
、
蒸
留
し
て
粗
製
の
ア
ル
コ

ー
ル
を
作
る
こ
と
が
で
き
、
軍

事
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

1
9
1
3
年
（
大
正
2
年
）

東
台
製
糖
株
式
会
社
が
「
花

蓮
港
製
糖
所
」
（
現
寿
豊
郷
）

を
開
設
し
ま
し
た
。
1
9
2
1

年
（
大
正
1
0
年
）
拡
大
生
産
の
た
め
、

「
大
和
工
場
」
（
現
光
復
郷
）
を
設
け

ま
し
た
。
現
在
の
大
農
大
富
平
地
森
林

は
か
つ
て
は
見
渡
す
ほ
ど
の
サ
ト
ウ
キ

ビ
畑
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
末
期
、
寿
工
場

と
大
和
工
場
二
つ
の
製
糖
工
場
は
ア

メ
リ
カ
軍
の
爆
撃
に
遭
い
、
破
壊
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
戦
後
、
台
湾
糖
業

公
司
が
引
き
継
ぎ
、
損
害
の
ひ
ど
か

っ
た
寿
工
場
は
取
り
壊
し
が
決
め
ら
れ

ま
し
た
が
、
大
和
工
場
は
修
復
工
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
大
和
工
場
は

花
蓮
糖
廠
と
名
を
改
め
、
東
部
地
区
に

お
け
る
製
糖
の
中
心
と
な
り
ま
し
た
。

2
0
0
2
年
製
糖
を
停
止
し
、
観
光
施

設
と
し
て
発
展
し
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
こ
こ
で
し
か
食
べ
ら
れ
な
い

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
食
べ
る
価
値
が
あ

り
ま
す
。
修
復
が
終
わ
っ
た
当
時
の
日

本
式
宿
舎
は
現
在
で
は
、
宿
泊
施
設
と

し
て
、
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
前
工

場
が
稼
働
し
て
い
た
時
と
は
違
い
、
今

で
は
静
か
で
、
落
ち
着
い
た
町
に
と
姿

を
変
え
て
い
ま
す
。

瑞
穗
、
紅
葉
温
泉
エ
リ
ア 

　

瑞
穂
温
泉
は
1
9
1
9
年
（
大

正
8
年
）
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
温
泉
と
い
っ
て
も
、
実
際
は

和
風
旅
館
「
滴
翠
閣
」
付
属
の
銭
湯

で
し
た
。
紅
葉
温
泉
は
日
本
統
治
時

期
の
警
察
療
養
所
で
あ
り
、
見
た
目

は
日
本
式
の
建
物
で
、
床
は
す
べ
て

た
た
み
で
す
。
前
者
は
「
外
温
泉
」

と
呼
ば
れ
、
山
近
く
の
紅
葉
温
泉
は

「
内
温
泉
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

冬
は
あ
っ
た
か
い
温
泉
で
観
光
客

を
惹
き
つ
け
、
夏
は
秀
姑
巒
溪
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
で
、
汗
を
流
し
た
観
光
客

に
と
っ
て
、
こ
の
二
ヶ
所
の
温
泉
は

ど
ち
ら
も
格
別
の
楽
し
み
で
す
。

関
山
警
察
史
蹟
文
物
館

　

大
人
が
子
供
を
怖
が
ら
せ
る

と
き
に
最
も
好
ん
で
使
う
の

は
、
「
警
察
に
連
れ
て
行
く

ぞ
！
」
の
一
言
。
そ
ん
な
怖
い

イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
警
察
署
で
す

が
、
関
山
警
察
署
に
は
日
本
式

建
築
物
や
景
観
に
富
む
庭
園
な

ど
文
化
的
な
雰
囲
気
が
充
満
し

て
い
ま
す
。

　

親
切
な
解
説
員
と
共
に
日
本

統
治
時
代
の
駐
在
所
事
務
所
内

に
入
れ
ば
、
収
蔵
さ
れ
て
い
る

当
時
の
文
献
や
史
跡
資
料
な
ど

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も

っ
と
も
特
別
な
の
は
「
防
空
警

報
器
」
で
、
訪
れ
た
人
は
実
際

に
操
作
を
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
違
う
時
代

の
資
料
を
読
み
解
け
ば
、
今
も

昔
も
警
察
の
仕
事
は
楽
じ
ゃ
な

い
こ
と
が
わ
か
る
で
し
ょ
う
！

玉
里
社
跡
地

　

台
湾
総
督
府
が
「
理
蕃
」
政
策
を
行
っ
て

い
る
間
、
原
住
民
族
の
伝
統
領
域
に
強
制
的

に
進
入
し
、
激
し
い
衝
突
が
常
に
勃
発
し
て

い
ま
し
た
。
玉
里
神
社
は
八
通
関
古
道
東
段

の
入
り
口
に
位
置
し
、
日
本
警
察
が
入
山
す

る
前
、
凶
猛
な
ブ
ヌ
ン
族
に
面
し
て
、
先
に

神
社
で
参
拝
し
て
、
無
事
に
帰
れ
る
よ
う
に

祈
っ
た
そ
う
で
す
。

　

二
次
世
界
大
戦
中
、
玉
里
の
青
年
張
火
茂

が
出
征
す
る
前
に
、
神
社
の
前
で
新
婚
写
真

を
撮
り
ま
し
た
。
戦
後
初
期
に
は
ま
だ
、
地

元
の
住
民
た
ち
の
間
に
参
拝
の
習
慣
が
残
っ

て
い
ま
し
た
。

　

も
と
出
征
兵
士
だ
っ
た
張
火
茂
氏
が
亡
く

な
る
直
前
に
神
社
を
回
想
し
た
こ
と
も
あ
り
、

神
社
は
定
期
的
に
整
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

両
側
を
木
々
に
囲
ま
れ
た
山
道
を
歩
き
、

二
番
目
の
鳥
居
を
過
ぎ
れ
ば
、
厳
か
か
つ
澄

ん
だ
雰
囲
気
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

山
頂
の
拝
殿
は
す
で
に
な
く
、
わ
ず
か
に
残

っ
た
社
殿
の
基
礎
が
以
前
に
こ
こ
に
神
社
の

あ
っ
た
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
だ
け
で
す
。

賓
朗
（
檳
榔
）
旧
駅
舎

　

1
9
2
2
年
（
大
正
1
1
年
）
に

建
立
さ
れ
た
こ
の
駅
は
も
と
も
と
の
名

を
「
日
奈
敷
乘
降
場
」
と
言
い
ま
し
た
。

日
奈
敷
（
ひ
な
し
き
）
と
は
現
地
の
原

住
民
語
“
p
i
n
a
s
k
i
”
に
由
来

し
て
い
ま
す
。
1
9
4
3
年
に
「
日
奈

敷
乘
降
場
」
へ
と
変
わ
り
、
そ
の
後
さ

ら
に
p
i
n
a
s
k
i
と
音
の
近
い

“
檳
榔
（
び
ん
ろ
う
）
”
へ
と
名
を
改

め
ま
し
た
。

　

檳
榔
駅
は
勾
配
が
1
0
0
0
分
の

2
1
に
も
な
り
、
折
り
返
し
式
線
路
の

形
を
と
っ
て
い
ま
す
。
1
9
8
2
年
の

東
線
鉄
道
の
回
線
に
伴
い
廃
駅
に
な
り

ま
し
た
。
廃
止
と
な
っ
た
駅
の
中
で
現

存
す
る
も
っ
と
も
古
い
日
本
式
木
造
駅

舎
で
す
。
周
辺
に
は
老
木
が
影
を
つ
く

り
、
古
い
駅
舎
と
相
ま
っ
て
趣
が
あ
り

ま
す
。

緑
の
ト
ン
ネ
ル
（
綠
色
隧
道
）

　

国
道
9
号
線
を
南
に
走
り
、
台
東
市
内

に
入
る
手
前
に
2
キ
ロ
近
く
に
も
連
な
る

樹
木
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
様
子

は
ま
る
で
緑
の
傘
を
差
し
お
客
を
歓
迎
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
実
は
戦
時
中
に
使

わ
れ
て
い
た
道
路
だ
と
は
想
像
す
る
に
難
し

い
で
し
ょ
う
。

　

台
湾
総
督
府
は
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
軍

事
運
輸
の
要
求
に
従
い
、
軍
車
用
の
道
路
を

整
備
、
そ
の
周
り
に
ア
カ
ギ
を
植
樹
し
ま
し

た
。
台
東
市
か
ら
初
鹿
ま
で
伸
び
た
そ
の
道

は
、
総
距
離
1
5
キ
ロ
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

戦
後
、
都
市
開
発
計
画
に
よ
る
道
路
の
開

発
を
受
け
、
ア
カ
ギ
の
木
々
も
ゆ
っ
く
り
と

消
え
て
い
き
ま
し
た
。
地
元
の
声
を
受
け
、

ア
カ
ギ
の
最
後
の
一
群
は
保
護
さ
れ
、
台
東

市
を
代
表
す
る
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま

す
。

安
通
温
泉

　

安
通
温
泉
は
花
蓮
県
で
瑞
穂
温

泉
、
紅
葉
温
泉
と
並
び
、
重
要
な

温
泉
地
で
あ
り
、
こ
の
温
泉
は

1
9
0
4
年
（
明
治
3
7
年
）
に

山
に
樟
脳
を
刈
り
に
来
た
日
本
人
が

川
端
で
発
見
し
ま
し
た
。
1
9
3
0

年
（
昭
和
5
年
）
こ
こ
で
警
察
招

待
所
を
設
立
し
た
と
と
も
に
公
共
風

呂
場
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

戦
後
、
民
間
の
業
者
が
こ
の
温
泉

の
経
営
権
を
買
い
と
り
、
日
本
式
の

建
物
を
そ
の
ま
ま
保
存
し
ま
し
た
。

保
存
状
態
は
と
て
も
よ
く
、
た
く
さ

ん
の
日
本
人
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
山
に
抱
か
れ
、
霧
が
満
ち
満
ち

た
温
泉
か
ら
見
る
景
色
は
格
別
で

す
。

鹿
野
神
社

　

鹿
野
神
社
は
無
格
社
で
、
日
本
国

家
神
道
の
一
つ
で
す
。
開
拓
三
神
と

北
白
川
宮
能
久
親
王
を
奉
っ
て
い
ま

す
。
宮
司
は
台
東
神
社
の
宮
司
が
兼

官
し
、
通
常
は
鹿
野
村
村
民
会
会
長

の
田
久
保
健
治
が
代
理
を
務
め
て
い

ま
し
た
。
神
社
の
つ
く
り
は
簡
素
で
、

本
殿
、
鳥
居
、
手
水
所
が
あ
る
の
み

で
す
。

　

花
東
縱
谷
国
家
風
景
区
管
理
部
は

住
民
の
意
見
を
受
け
て
、
日
本
の
技

術
「
宮
大
工
」
の
協
力
の
も
と
修
復

工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。
二
年
以
上

の
工
期
を
経
て
、
2
0
1
5
年
に
完

成
、
戦
後
最
初
の
対
日
合
同
神
社
修

復
事
例
案
に
な
り
ま
し
た
。

タ
ロ
コ
国
立
公
園

　

タ
ロ
コ
渓
谷
の
絶
景
は
日
本
統
治
時
代
か

ら
、
有
名
で
し
た
。
1
9
3
5
年
（
昭
和

1
0
年
）
台
湾
総
督
府
は
大
屯
山
、
新
高
阿

里
山
と
次
高
タ
ロ
コ
を
国
立
公
園
の
候
補
地

と
し
て
指
定
し
ま
し
た
。
大
衆
は
宣
伝
の
た

め
、
日
本
の
有
名
な
写
真
家
で
あ
る
岡
田
紅
陽

を
招
き
、
三
ヶ
所
の
候
補
地
の
絶
景
を
写
真
に

お
さ
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
台
湾
国
立
公
園
協

会
花
蓮
港
庁
支
部
は
八
つ
の
写
真
を
取
り
上

げ
、
「
大
タ
ロ
コ
偉
観
」
と
い
う
絵
葉
書
を
発

行
し
ま
し
た
。

　

1
9
3
7
年
（
昭
和
1
2
年
）
1
2
月

2
7
日
、
タ
ロ
コ
一
帯
が
本
格
的
に
国
立
公

園
を
指
定
さ
れ
る
、
正
式
に
は
「
国
立
公
園
大

タ
ロ
コ
峡
」
と
さ
れ
ま
し
た
。
同
年
の
７
月
、

日
中
戦
争
が
勃
発
し
、
そ
の
た
め
、
国
立
公
園

の
指
定
作
業
が
白
紙
に
戻
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
戦
後
、
タ
ロ
コ
は
1
9
8
7
年
に
よ
う

や
く
国
立
公
園
と
し
て
正
式
に
建
立
さ
れ
ま

し
た
。

松
園
別
館

　

1
9
4
2
年
（
昭
和
1
7
年
）
４
月
１
日
、
花

蓮
港
兵
事
部
が
正
式
に
始
動
し
ま
し
た
。
中
央
の

建
物
「
兵
事
部
」
は
、
和
洋
折
衷
の
様
式
で
、
磚
木
、

鋼
筋
と
セ
メ
ン
ト
の
混
合
で
造
ら
れ
た
2
階
建
て

の
洋
館
。
1
，
2
階
に
回
廊
が
あ
り
ま
す
が
、
屋

根
は
瓦
な
の
で
、
東
西
が
ミ
ッ
ク
ス
し
た
建
築
と

言
え
ま
す
。
ま
た
、
太
平
洋
が
見
渡
せ
る
高
台
に

設
置
さ
れ
た
の
で
、
視
野
は
良
好
、
美
崙
溪
の
入

海
状
況
も
は
っ
き
り
見
え
ま
す
。
太
平
洋
戦
争
時

の
重
要
な
軍
事
指
揮
セ
ン
タ
ー
で
し
た
。

　

園
区
と
周
辺
の
放
送
局
、
海
岸
ラ
ジ
オ
局
、
水
道

局
の
一
帯
は
、
琉
球
松
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
古

風
な
素
朴
さ
と
自
然
な
風
格
を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。

将
軍
府
（
美
崙
溪
畔
日
本
式
建
築
群
）

　

美
崙
溪
畔
に
位
置
す
る
日
本
式
家
屋
群
は
当
時
陸

軍
指
揮
官
だ
っ
た
中
村
大
佐
の
宿
舎
を
中
心
に
、
一

戸
建
て
建
築
と
連
棟
式
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
人
が

引
き
揚
げ
た
後
も
、
住
居
は
残
り
、
内
部
は
改
装
さ

れ
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
は
当
時
の
格
式
を
保
っ
て

い
ま
す
。
塀
と
閂
は
昭
和
期
の
も
の
で
し
た
。

　

当
時
の
台
湾
人
は
そ
こ
に
将
軍
が
住
ん
で
い
た
た

め
、
「
将
軍
府
」
と
呼
び
、
い
ま
で
も
そ
の
名
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
美
崙
渓
下
流
に
は
カ
ニ
が
多
く
生

息
し
て
お
り
、
そ
の
体
長
は
甲
殻
類
の
中
で
も
最
大

の
部
類
で
す
。
頭
部
は
高
く
突
起
し
、
色
は
茶
色
も

し
く
は
黒
で
あ
り
、
台
湾
劇
曲
に
登
場
す
る
将
軍
を

彷
彿
と
さ
せ
ま
す
。
そ
れ
が
も
と
と
な
り
今
で
は
現

地
住
民
に
「
蟹
將
軍
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

花
蓮
鉄
道
文
化
園
区

　

1
9
0
9
年
（
明
治
4
2
年
） 

臺
灣
總
督
府
は
花
蓮
・
台
東
間
の
鉄
道

建
設
計
画
を
承
認
し
、
建
設
費
用
は
直
接
日
本
国
会
か
ら
支
給
さ
れ
ま
し
た
。

花
蓮
駅
か
ら
璞
石
閣
に
至
る
長
さ
8
7
.
3
キ
ロ
の
東
部
鉄
道
路
線
を
建
設

す
る
た
め
に 

「
台
湾
総
督
府
鉄
道
部
花
蓮
港
出
張
所
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
線
鉄
道
の
規
格
は
花
東
縦
谷
の
地
形
に
従
い
、
軌
間
7
6
2
m
m
の
軽

便
鉄
道
で
し
た
。
1
9
2
6
年
台
東
線
全
線
が
開
通
し
ま
し
た
。
そ
れ
と
共

に
、
花
蓮
港
の
築
港
の
た
め
、
花
蓮
港
驛
か
ら
築
港
の
臨
海
鉄
道
を
敷
設
し
、

縦
谷
の
物
産
が
簡
単
に
日
本
本
土
に
運
輸
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

東
線
鉄
道
が
開
通
し
た
後
、
花
蓮
港
驛
の
近
く
は
に
わ
か
に
活
気
づ
き
、

駅
前
の
「
黒
金
通
」
は
そ
の
商
業
繁
盛
の
時
代
の
証
人
と
も
い
え
ま
す
。

1
9
7
0
年
ご
ろ
北
迴
線
が
開
通
し
、
花
蓮
駅
が
新
駅
に
移
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
旧
駅
の
エ
リ
ア
は
未
だ
に
重
要
な
商
業
エ
リ
ア
と
し
て
残
っ
て
い

ま
す
。
花
蓮
港
出
張
所
は
の
ち
に
修
復
さ
れ
、
蒸
気
機
関
車
と
鉄
道
に
関
す

る
文
物
を
展
示
し
て
お
り
、
こ
れ
が
台
湾
で
唯
一
の
軽
便
鉄
道
の
歴
史
展
示

園
区
と
な
っ
て
い
ま
す
。

花
蓮
文
化
創
意
園
区
（
元
花
蓮
港
酒
造
工
場
）

　

1
9
1
3
年
（
大
正
2
年
） 

宜
蘭
振
拓
産
業
株
式

会
社
は
花
蓮
港
街
に
1
5
2
0
坪
の
土
地
を
借
り
、「
花

蓮
港
工
場
」
を
建
設
し
ま
し
た
。
主
な
製
品
は
赤
ワ
イ

ン
と
米
酒
で
し
た
。
そ
の
後
、
「
臺
灣
酒
專
賣
令
」
に

よ
っ
て
、
酒
類
の
生
産
は
総
督
府
が
管
理
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
1
9
4
4
年
）
昭
和
1
9
年
（
太
平
洋

戦
争
が
勃
発
、
「
花
蓮
港
工
場
」
が
空
襲
の
目
標
の
一

つ
に
な
り
、
三
分
の
一
の
工
場
が
空
襲
に
よ
っ
て
、
破

壊
さ
れ
ま
し
た
。

　

戦
後
、
酒
造
設
備
は
ま
だ
機
能
し
て
お
り
、

1
9
8
8
年
に
花
蓮
市
の
美
崙
に
移
設
さ
れ
ま
し
た
。

旧
工
場
跡
地
は
、
現
在
花
蓮
文
化
創
意
園
区
と
し
て
再

利
用
さ
れ
、
展
示
会
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
公
演
な
ど
が

行
な
わ
れ
る
な
ど
、
花
蓮
の
文
化
を
発
信
す
る
主
要
エ

リ
ア
に
な
っ
て
い
ま
す
。

峡
谷
の
旅
、
路
地
裏.

文
芸
め
ぐ
り


